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京都大学結核胸部疾患研究所職旦及準職鼻

所 長 教 授 辻 用 介

(内科学第一部門)

主任教授 :前川暢夫,助教授 :中西通泰, 助手 :川合 満 ･中井 準 ･久世文章 .武EtLgi夫 ･賀戸重允, 講師

(非常数):吉tI]敏郎 ･池田宣昭,技能補佐員 :赤田博子

(内科学第二部門)

主任教授 :辻 周介,助教授 :大島駿作,講師 :小原幸信,助手 :福間謙助 ･泉 孝英 ･森岡茂治 ･木野稔也,

講師(非常助):T]置辰一朗 ･太闇 鋤 ･藤田 豊 ･阿部光幸 ･浅EE]高明 ･中島遺郎, 技能補佐員 :今村祐子 ･

山下ちゑ子

(胸部外科学部門)

主任教授 :長石忠三,助教授 :寺松 孝,講師 :佐川弥之助 ･池出貞雄,助 手:人見滋樹 ･船津武志 ･甲斐隆義

･伊藤元彦,講師(非常勤):中村 健 ･安淵義男 ･吉田 昇 ･日下芳郎 ･中林君美 ･上月景光 ･加藤幹夫 ･久野

健忘 ･大道重夫 ･山崎 昇 ･山木博昭 ･岡[日慶夫 ･立石昭三 ･高橋清之

(病理学部門)

主任教授 :安平公夫,助教授 :竹田俊男,助手 :森川 茂 ･高橋権也,講師(非常数):服部正次,技能補佐員 :

今竹~睦美

(細菌血清学部門)

主任教授 :上坂一郎,助教授 :大岩 弘治,助手 :桂 義元 ･竹尾 漢治,講師(非常勤):村上 春彦 ･大平 実 ･

尾里啓子 ･小林 博,技能補佐員 :白田通子

(細胞化学部門)

主任教授 :高松英雄,講師 :大川 欣一,助手 :金村秦輔 ･平井圭一,講師(非常数):浜島義博 ･水谷 昭,技

Ll･l':竹内遺1･

(併 任)

教授 :西尾 雅七 (京都大学医学部公衆衛生学教室)
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(事務部)

事務長 :石津 豊,事務長補佐 :北川治康,庶務掛長 :三好 弥博,同主任 :浅木俊昭,同事務官 :近藤 英子 ･

堀田艮恵 ･木村 ちゑ子 ･室谷 弘美, 同技官 :田中 稔 ･川原田和夫,事務補佐員 :諏訪 多香子, 経理掛長 :

松本 止,同主任 :森田彰彦,同事務官 :野元頼子 ･佐藤良男 ･中井恒博 ･竹内照夫 ･奥村成和,事務補佐員 :

二谷 部,収入掛長 :秋田三郎,同主任 :中村睦太郎,同事務官 :松本キヌ ･野田芳子 ･佐竹セツ･川勝まゆみ･

藤井芳克,事務補佐員 :尾家孝子 ･沢田かず子,患者掛長 :鴨脚遺哉,同事務官 :前田久男 ･室恵美子 ･児玉登

美枝 ･岡野福子,事務補佐員 :和田日出子 ･西村多加子,管理掛長 :渡辺義一,同事務官 :城 為章,同技官 :

進士悟 ･西川景嘱 ･松浦 康 ･小西喜一郎,同技能員 :岩井昭一,同用務員 :内木カネ子 ･橋本敏子･高安忠一･

水原貞子,臨時用務員 :渡辺光子

(動物飼育室)

技官 :門田一美 ･飛田 勇 ･安岡倉-,技能員 :大字雪雄,臨時用務員 :近藤照子

(附属病院)

病 院 長(兼):教 授 :前川 暢夫

(第一内科診療科)

科 長(兼)･教 授 :前川

外来医長(栄):助教授

病棟医長(莱):助教授

西

西

中

中

(第二内科診療科)

科 長(莱):教 授 :辻

外来医長(莱):助教授 :大島

病棟医長(莱):講 師 :小原

夫

秦

泰

暢

通

通

介

作

信

周

駿

幸

(外科診療科)

科 長(栄):教 授 :長石 忠三

外来医長(兼):助教授 :寺松 孝

病棟医長(兼):請_師 :佐川弥之助

(検査部)

検査部主任(兼):助教授 :大島駿作,技官 :大槻 実 ･山岸悦子 ･木津 啓 ･山旧情一 ･平井 要･小野木照子･

山田孝子 ･小原保代 ･本間 トキヱ ･増田 稔 ･吉村 一枝 ･和田ひな ･西尾貞子 ･永島邦雄 ･山根 すま子,用務

良 :清水一枝

(放射線部)

放射線部主任(兼):助教授 :大島駿作,技師長 :浜川純一,撮影主任 :蔵岡信良,技官 :大坂泰夫･曽我部康之･

灘井智代子,技能補佐員 :田中文子

(薬剤部)

薬剤部長 :桑田 宏,薬剤主任 :沢岡平和,技官 :在田寿子 ･金森 昌子 ･田中裕之,事務官 :宇野 初枝 ･馬田

保子,薬剤師 :山内直美

(看護部)

総婦長 :細川 ミツヱ,看護婦長 :中根 文子 ･大前久野,副看護婦長 :小林 とよ ･北村 トミ子 ･松団比佐子,

技官 :古府静江 ･近藤信子 ･岩永千代子 ･高市政子 ･安部克己 ･山崎保子 ･松本敏枝 ･田中松代子･松宮なを子･

松田富子 ･小林梅野 ･明石和子 ･岡崎明子 ･斉藤千鶴子 ･森下政枝 ･小林富貴子 ･小川まゆみ ･島田慶子 ･渡部

宮子 ･西村文子 ･橋本綾子 ･曽我部京子 ･井藤泰子 ･丸井早苗 ･国吉弘子 ･稲垣美智子 ･松田初枝 ･山田直美 ･

弘岡満里子 ･三浦美智子 ･清水添子 ･隅田陽子 ･高田よしゑ ･広川一枝 ･中川 近 ･能井美千代,技術員 :北川

富子 ･岡崎せき ･山口裕都子 ･杉村加代子,技能員 :広瀬百合子 ･森 朝子
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内 科 学 第 1 (主任 教授 前 川 暢 夫)

〔学 会 発 表〕

1) 前川暢夫,中西通泰他 :AlveolarCellCarcinomaの 1例,第71回日本内科学近畿地方会 (昭45.5)

2) 内藤益 ･,前川暢夫,川合満 :動物実験による抗結核剤 ScreeningTestの一方法の検討, 円本結核化

学療法研究会 (昭45.6)

3) 内藤益- :SM ならびに PAS過敏症(続報),日本結核化学療法研究会 (昭45.6)

4) 前川暢夫,吉LI]敏郎,津久間俊次,中西通泰,川合 満,池EEl宣昭,内藤益一 ･.SM ならびに PASの過

敏症,第45回日本結核病学会総会 (昭45.7)

5) 前川暢夫,津久間俊次,中西通泰,川合 蒲,池田宣昭,内藤益- :動物実験による抗結核剤Screening
Testの一方法の検討,第45回日本結核病学会総会 (昭45.7)

6) 前川暢夫 :AlveolarCellCarcinomaの 1剖検例(学術展示),第10回日本胸部疾患学会総会 (昭45.7)

7) 前川暢夫他 :ブレオマイシンによる肺癌の治療,第11回日本肺癌学会総会 (昭45.10)

8) 前川暢夫 :シンポジアム ｢生活環境と関連する呼吸器疾患｣(司会)第36回日本結核病学会 ･第 6回日本胸

部疾患学会合同近畿地方会 (昭45.12)

9) 内藤益-,前川暢夫,池田宣昭 :Lividomycinの抗結核性に関する研究 (第1報),日本結核化学療法研

究会 (昭45.12)

10) 内藤益-,前川暢夫,池田宣昭 :Tuberactinomycinの抗結核性に閑する研究 (第1報),日本結核化学

療法研究会 (昭45.12)

ll) 川合 満,前川暢夫 :結核菌の増殖-Biophotometerによる観察,京大胸部研学術講演会 (昭46.1)

12) 前川暢夫 :肺結核の活動性診断,京大胸部研学術講演会 (昭46.1)

〔誌 上 発 表〕

1) 内藤益-他 :末治療肺結核に対する SM･INH･EB併用療法,結核45(2);55-60(昭45.2)

2) 内藤益一,前川暢夫 :噂血 (肺結核を中心に),｢薬物療法の実際｣(分担執筆)アサヒ興業出版,(昭45.4)

3) 内藤紘一-,前川暢夫他 :肺結核再治療例に対するRIFAMPICINの治療効果,結核45(7);227-235(昭45.7)

4) 内藤益-他 :Rifampicinによる肺結核治療の臨床的研究,第1報予備的研究,重症耐性肺結核に対する

治療成績,結核45(8);251-256(昭45.8)

5) 内藤益-他 :Rifampicinによる肺結核治療の 臨床的研究,第2報 未治療 肺結核に対する RFP･INH･

PAS併用と SM･INH･PAS併用の治療効果比較,結核45(8);257-262(昭45.8)

6) lP拝準,前川暢夫,中西適泰,川合 溝,内藤益- :結核化学療法施行前の啄疾中結核菌の耐性検査成績
について (第3報),京大胸部研紀要 4(1);15-24(昭46.1)

7) 前川暢夫 :抗結核薬の副作用,京大胸部研紀要4(2);17-23(昭46.3)

内 科 学 第 2 (封 E 教授 辻 周 介)

〔学 会 発 表 及 び講 演〕

1) 来 孝英 :肺門淋巴節の腫脹する疾患について,滋賀県結核予防関係職員講習会 (昭45.2.23)

2) 束 孝英 :サルコイ ド-ジスの臨床,滋賀県結核予防医講習会 (同上)

3) 束 孝英,辻 閏介 :ツベルクリンアレルギーにおける ImmuneDeviation,rl米医学協力計画結核専

門部会 (昭45.3.5)
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4) 泉 孝英,甲斐隆義 小原幸信,辻 周介 :肺胞蛋白症の1例 (第2報),第71回 日本内科学会近畿地方

会 (昭45.5.30)

5) 木野稔也,泉 孝英,辻 周介 :ⅠnVitroにおける遅延型ア レルギーの研究(1)モルモットにおける遅延

型皮膚反応と腹腔浸出細胞遊走阻止現象の関係に対する吟味,第24回実験結核研究会総会 (昭45.7.10)

6) 泉 孝英 :ツベルクリンアレルギーに関する研究 (第4報)BCG生菌感作と死菌感作間における相互抑

制作用,第45回日本結核病学会総会 (昭45.7.ll)

7) 大島駿作,西田正行,辻 周介 :健康人尿中の結核菌発育抑制因子の精製,同上 (同上)

8) 藤田 豊,AlfredJ･Crowle:結核菌の トリプシン抽出免疫物質の精製と化学的分析,同上 (同上)

9) 泉孝英 ‥本邦にお亘るサルコイ ド-ジスの実態,1965-69年の全国症例を中心として (中間報告),第10回

E]本胸部疾患学会自由集会 ｢サルコイ ド-ジスの診断に関する諸問題｣, (昭45.7.12)

10) 工藤祐是,岩井和郎,弓高橋昭享,泉 孝免 ､細田 裕,片岡哲郎,三上理一郎 :サルコイ ド-ジス淋巴節r.

から抗酸菌ファージ検出の努力 (中間報告),第10回日本胸部疾患学会総会 (昭45.7.13)

ll) 泉 孝英,木野稔也,森岡茂治,小原幸信,辻 周介 :胸部サルコイ ド-ジス自然経過症例65例の臨床的

検討,同上 (同上)

12) 辻 周介,泉 孝英,森岡茂治,木野稔也 :サルコイ ド-ジス患者の妊婦症例について,同上 (同上)

13) 岡田慶夫,赤嶺安貞,泉 孝英,甲斐隆義 '･禰漫性肺疾患の超微形態(1)肺胞蛋白症,同上 (昭45.7.14)

14) 泉孝英 :サルコイ ド-ジスについて,済生会野江病院談話会 (昭45.7.16)

15) ToPhiyaKino,TakateruIzumiandShusukeTsuji:StudyoftheDelayedHypersensitivity

invitroevaluation ofrelationshipbetween migration inhibition ofsensitized peritoneal

exudatecellsfrom capillarytubesanddelayedskinsensitivity,TheFifth JointMeeting

TuberculosisPanel,Japan-USC0-OperativeMedicalScienceProgram,(昭45.9.2)

16) 泉 孝英,大島駿作,木野稔也,小原幸信,辻 周介 :サルコイ ド-ジス症の発病時所見 (特に免疫血清

学的所見)と予後の関連性,第22回国立大学附置研究所結核胸部疾患談話会 (昭45.9.9)

17) 泉 孝英,船津武志,寺松 孝 :ツベルクリン･アレルギーの受身伝達に関する研究 (第4報),血液交

叉循環法を用いたウサギにおけるツベルクリン.アレルギー伝達の試み,第20回日本アレルギー学会総会

(昭45.ll.5)

18) 泉 孝英,木野稔也,小原事信,藤田 豊,浅田高明,森岡茂治,辻 周介 :Kveim 反応の特異性に関

する検討,第2回日本臨床免疫研究会総会 (昭45.ll.13)

19) 辻 周介 :非結核性肺疾患について,昭和45年度国立療養所医師研修会 (昭45.ll.25)

20) 泉 孝英 :サルコイ､ド-シスについて,同上 (同上)

21) 木野稔也,泉 孝英,辻 周介 :invitroにおける遅延型 アレルギーの研究 (第2報)モルモットにお

ける腹腔浸出細胞遊走阻止現象と血清抗体の関係について,第25回実験結核研究会総会 (昭45.ll.27)

22) 寺松 孝,大島駿作 :興味ある肺手術2例,第36回日本結核病学会,第6回日本胸部疾患学会近畿地方会

(昭45.12.5)

23)一†ノ泉 孝英 :シンポジアム､I｢サルコイ ド-ジスの病因をめぐって｣1.臨床的立場から,同上 (同上)

24〕 泉 孝英,小原幸信,森岡茂治,木野稔也,辻 周介 :シンポジアムⅢ｢生活環境と関連する呼吸器疾
患 ｣1.近年におけるサルコイ ド-ジス症増加の要因,同上 (同上)

25) 木野稔也,小原幸信,辻 周介 :肺胞微石症の姉妹発生例,その遺伝因子の重要性について,第73回日本

内科学会近畿地方会 (昭45.12.12)

26) 泉 孝英,小原幸信 :サルコイ ド-ジスの治療,昭和45年度京都大学結核胸部疾患研 究所 学 術 講 演会

(昭46.1.30)

27) 福間謙助 :｢今日の話題｣肺疾患診断へのアプローチ,3.ぜんそくの皮内反応閥値と誘発試験との 関連･▼-

性,同上 (同上)
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〔誌上発 表及 び著書〕

1) 日置辰一朗 :慢性閉塞性肺疾患の増悪 ･進展の臨床的研究,京大胸部研紀要,3:120,1970

2) 泉 孝英 :サルコイ ド-ジスの臨床,京大胸部研紀要,3:134,1970

3) 泉 孝英,辻 周介 :サルコイ ド-ジスの免疫学的研究一特に結核症との聞達性-,長石忠三,内藤益-,

岡田慶夫編 :図説,胸部疾患診療研究最近の動向,pp.120,アカデ ミーサービス,東京,1970

4) 泉 孝英 :サルコイ ド-ジスのⅩ線像,財団法人結核予防会京都府支部発行,京都,1970

5) 長 孝英,小原幸信,水野稔也,森岡茂治,辻 周介,今井節朗,上田千里,並河 靖 :サルコイ ド-ジ

スにおける免疫学的変化 (ツベルクリン･アレルギー,Kveim 反応性および高 γ-グロブリン血症)相互

間の関連性に関する検討,臨床免疫,2:411,1970

6) 泉 孝英,辻 周介 :ツベルクリン･アレルギーにおける ImmuneDeviation に関する研究, 昭和44

年度日米医学協力計画報告書,pp.53,日米医学協力研究会結核専門部会

7) 辻 周介 :私の治療法-サルコイ ドージス,臨床科学,7:250,1971

8) 中島敏夫,伊藤文雄,辻 用介,小原幸信 :アセテールチスティン気管内点滴注入が奏効 した肺胞蛋白症

の1例,日本臨床,28:2517,1970

9) Toshiya Kin°,Yukinot)uKobaraandShusukeTsuji:Pulmonary AlveolarMicrolithiasis.

A ReportofTwoYoungSisters,Am.Rev.Resp.Dis.,(inpress)

10) TakaterulzumiandRichardCostello:Temporaldevelopmentofresistandetopulmonary

tuberculosisinswissalbinomice,∫.Exp.Medリ133:376,1971

ll) RichardCostelloandTakaterulzumi:Measurementofresistancetoexperimentaltubercu-

losisinalbinomice.Theimmunephase,J.Exp.Med.,133:362,1971

12) 日置辰一朗,中島遺郎, 浜本康平,井上良一,広瀬邦彦 :気腫性嚢胞感染例の臨床的観察,京大胸部研紀

要,4;25,1970

13) ｢ヨ置長一一朗,中島遺郎,立石 昭三,浜本康平,生駒静正,坂井隆 :慢性聞塞性肺疾患の予後,労働能力の

低下に関与する2･3の因子について,京大胸部研紀要,4:61,1970

14) 大島駿作,西田正行,辻周介,森本和郎,渡辺殿 :健康人尿中の結核菌発育抑制因子の研究一採集方法と

活性との関係-,京大胸部研紀要,4:54,1970

胸 部 外 科 学 部 (主任 教授 長 石 忠 三)

〔特別講演,招請講演,シンポジウム,パネルディスカッション等〕

1) 長石忠三 :現時点における肺癌治療に対する考え方,第35回日本結核病学会および第17回日本胸部疾患学

会東海地方会合同学会招請講演 (昭45.6)

2) 加藤康夫 :老人結核の手術適応について,第35回日本結核痛学会および第17回日本胸部疾患学会東海地方

会合同学会シンポジウム ｢老人結核｣(昭45.6)

3) 岡田慶夫 :悪性骨腫蕩の肺転移に対する外科的治療の問題点,第34回中部日本整形外科災害外科学会シン

ポジウム ｢悪性骨腫濠の診断と治療 ｣(昭45.6)

4) 長石忠三 :｢現時点における肺結核外科的療法｣第45回日本結核病学会総会シンポジウム特別発言(昭45.7)

5) 佐川弥之助 :肺水腫の 基礎と臨珠,第10回 日本胸部疾患蛍会総会 シンポジウム ｢肺水腫の基礎と臨床｣

(昭45.7)

6) Nagaishi,C.:HonoraryChairman,Scienti丘cSession:PulmonaryNeoplasma,attheXIth

lnternationalCongressonDiseasesoftheChest,Lausanne,Switzerland(昭45.8)

7) Nagaishi,C∴ InternationalCommitteeonLungSurgery,Lausanne,Switzerland(昭45.8)

8) 佐川弥之助 :肺結核,第32回円木臨床外科医学会総会シンポジウム ｢肺機能障害と外科｣(昭45.9)
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9) 長石忠三 :肺癌について,[]本医師会および京都府医師会共催シンポジウム ｢製癌剤の使い方｣(昭45.10)

10) 長石忠三 :第22回日本気管食道科学会特別講演 ｢気遣痛の疫学的研究 (宮地徹)｣座長発言 (昭45.10)

ll) 船津武志 :胸腔鏡下肺生検法による肺癌の診断,第11回日本肺癌学会総会シンポジウム ｢早期肺癌の確定

診断の問題点｣特別発言(昭45.10)

12) 岡田慶夫 :組織型別にみた肺癌の悪性度, 昭和45年度 日本 合同癌会議シンポジウム ｢肺癌の悪性度｣

(昭45.10)

13) 岡田慶夫 :間質性肺炎の電顕像,とくに肺胞上皮系の変化について,E]本病理学会秋期総会シンポジウム

｢肺の病理,間質性肺炎を中心として｣(昭45.10)

14) 長石忠三 :第11回国際胸部疾患会議 (ローザ ンヌ)へ出席 して,第33回 ACCP日本支部講演会(昭45.ll)

15) 岡田慶夫 :肺の微細構造,とくに肺胞間質の変化について,第18回日本胸部疾患学会東海地方会特別報告

(昭45.ll)

16) 加藤幹夫,久野健忘,佐川弥之助,甲斐隆義 :開胸手術と閉塞性肺疾患,第36回日本結核病学会,第6回

日本胸部疾患学会合同近畿地方会シンポジウム ｢生活環境と関連する呼吸器疾患｣(昭45.12)

17) 寺松 孝 :結核性膿胸に対する外科的療法,第13回 日本 胸 部 外 科 学 会 関 西 地方会 シンポジウム座長

(昭46.2)

〔一 般 講 演〕

1) 中林君美,松本守海,加藤康夫,井上律子,清水慶彦 :最近経験せる肺過誤腫の2例について,第55回岐

阜外科集談会 (昭45.2)

2) 長石忠三 :第70回日本外科学会総会主題 ｢胸部｣座長発言 (昭45.3)

3) 岡田慶夫 :日本のがん,近江サナ トリウム開院記念講演 (昭45.5)

4) 加藤康夫 :｢LowOutputSyndrome｣第5回名古屋心臓外科談話会シンポジウム (昭45.5)

5) 小林君芙他 :連合弁膜症の1治験例,第 6回岐阜循環器疾患研究会 (昭45.5)

6) 小林君美,井上律子,加藤康夫,松本守海他 :心膜嚢腫の 2例 について,第35回日本結核病学会および第

17回胸部疾患学会東海地方会合同学会 (昭45.6)

7) 加藤康夫他 :肺門型肺癌に類似せる陰影を墨 した非癌2症例,第17回中部肺癌研究会 (昭45.6)

8) 岡田慶夫他 :胸部疾患の研究領域における走査型電子顕微鏡の応札 第17回日本胸部疾患学会東海地方会

(噌45.6)

9) 中林君美,加藤康夫,井上律子,清水慶彦,松本守海他 :心室中隔欠損症を伴う修正大血管転移症の 1治

験例について,第13回日本胸部外科学会関西地方会 (昭45.6)

10) 小林君美,森厚,井上律子,加藤康夫他および2施設 :東海地区の国立療養所における心臓手術の現況,

日本循環器学会第28回東海地方会総会 (昭45.6)

ll) 岡田慶夫,池田貞雄 :肺癌の免疫血清学的診断法の開発に関する研究,厚生省がん特別研究班,班会議報

告 (昭45.6)

12) 岡田慶夫 :肺の微細構造,東海胸部疾患研究会 (昭45.6)

13) 岡田慶夫 :電顕と細胞診,第11回E]本臨床細胞学会総会司会者報告 (昭45.6)

14) 折田雄一,池田貞雄,岡田慶夫他 :走査型電子顕微鏡による肺構造の観察,第10回日本胸部疾患学会総会

(昭45.7)

15) 岡田慶夫,泉孝英, 甲斐隆義 :滞漫性肺疾患の 超徴形態 (1)肺胞蛋白症,第10回 日本胸部疾患学会総会

(昭45.7)

16) 長石忠三 :第10回日本胸部疾患学会主題 ｢肺の病態生理｣座長発言 (昭45.7)

17) 轟 文夫,久野健志,加藤幹夫 :原発性か転移性か鑑別困難な肺腺癌の2例,第15回日本肺癌学会関西支

部会 (昭45.7)

18) 轟 文夫,加藤幹夫,沢田英夫,黒田康止 :所属 リンパ節転移の著 しい微小肺癌の 1例,第15回日本肺癌

学会関西支部会 (昭45.7)
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19) 伊藤元 彦,松原義人,紬 や陸郎,張 炎森,LLL本矧附,足達敏博 :気管 成形術を行なった Oatcellcancer

の1例,第15回口本肺癌学会関西支都会 (昭45.7)

20) 阿酌 ヒ幸,佐川弥之助,中西適泰,長石忠三 :進行肺癌に対する術 中照射について,第15剛 1本肺柘学会
閲西支部会 (昭45.7)

21) 船津武志,池圧痕 雄,人見滋樹,甲斐隆義 :肺癌の隼検-縦隔鏡と胸障鏡検査との併Fl=こついて-第15回
日本肺癌学会関西支部会 (昭45.7)

22) 人見磁樹,池田貞雄,甲斐隆義,船津武志 :陳旧性膿胸の餅眼より発生したと思われる Mesothelioma

の1例,/#15回日本肺癌学会関西支部会 (昭45.7)
23) 池[射 雌,人見滋樹,甲斐隆義,船津武志 ‥肺癌手術後4,5年以上を経た晩期再発例の検討,第15仰 1本
肺癌学会関西支雑会 (昭45.7)

24) 中林君美,井上律 子,加藤康夫,松本守淘他 :肺結核と誤診された肺癌の 1例について,第57抑 皮阜外科

集議会 (昭45.7)

25) 間門慶夫,甲斐隆義 :肺癌を疑って切除した黒鉛肺の 1例,第10｢鞘 1本胸郎疾患学会総会展示(帖45.7)

26) 池Lfl貞雄,人見滋樹,船津武志,甲斐隆義,岡田慶夫 =70才以上の肺癌症例における手術成績の検討,節
23回H木胸部外科学会総会 (昭45.8)

27) 中林君美,加藤康克 井上律子,松本守海他 :左主気管支完全閉塞および右肺縦隔-ルニアをきたした肺

結核の 1例について,第6回中部外科学会総会 (昭45.8)

28) 甲斐隆義,池田貞雄,人見滋樹,船津武志 ‥巨大な胸骨膜痔の1例-とくにその摘.LI,.後の胸壁再建術,節

23回日本胸部外科学会総会 (昭45.9)

29) 池田貞雄,船津武志,甲斐隆義,人見滝樹,岡田慶夫 ‥70才以上の肺癌症例における手術成績の検討,節
23回日本胸部外科学会総会 (昭45.9)

30) 船津武志,池田貞肌 人見滋樹,甲斐隆義 :胸部疾患における縦隔鏡検賓および胸腔鏡検査の応札 とく

に晦枢鏡下肺生検について,第23[印1本胸部外科学会総会 (昭45.9)

31) 池田貞雄,岡田慶夫 :抑 轟こおける腰痛抗原の検索,第29回[=j本癌学会総会 (昭45.10)

32) 人見滋胤 池田貞雄,船津武志,甲斐隆義 :胸陣造影の診断学的意義について,第11回日本肺癌学会総会

(昭45.10)

33) 船津武志,池Efl貞雄,人見滋樹,甲斐隆義 :肺癌の手術適応,-縦隔鏡検査と胸脆鏡検査の併用について一

第11回日本肺癌学会総会 (昭45.10)

34) 中林君菜,加藤康夫,井上律子,松本守海他 :高令者肺結核の外科的療法,第25回国立病院療養所綜合医
学会 (昭45.10)

35) 中林君美,松本守海,井上律 予,加藤康夫他 :人工弁置換術後の佃栓形成について,第25回国立病院療養

所綜合医学会 (昭45.10)

36) 轟 文夫,久野健忘,加藤幹夫 :ExophyticEndobronchialCarcinomaの自験例からみた中心型早期
挿癌の発育と進展,第11回日本肺偏学会総会 (昭45.10)

37) 池田貞雄,甲斐隆義,船津武志,人見滋樹 :肺癌の晩期再発-とくに治療後5年以上を経た晩期再発例と
非再発例との比較検討,第11回円本肺癌学会総会 (昭45.10)

38) 人見磁樹,池田貞雄,船津武志,甲斐隆義 :胸躯造影法-とくに縦隔腫壕における応用,第6回[1本胸部

疾患学会近畿地方会 (昭45.12)

39) 甲斐隆義,人見滋臥 船津武志,池酎 i雄 :びまん件肺疾患に対する胸膜鏡下肺生検法の意義,第6回日
本胸紳突患学会近畿地方会 (附45.12)

40) 中林君美,井上律子,加藤康夫,松本守海他 :肺外傷の1治験例,第58回岐阜外科集談会 (昭45.10)

41) 中林君美,松本守梅,井上律子,加藤康夫他 :心 膜 欠 損 症 の 1例 につ いて,第58回岐阜外科集談会
(昭45.10)

42) 池酎 i堆,剛月屋夫 :肺癌汗:おける腫揚抗原の検索,第29回日本痢学会総会 (昭45.10)

43) 寺松 孝,船津武志,中林君美,山本博昭,松谷之義 ‥胸腺腫の免疫学的検品 ｢1本臨昧免疫研究会第2

回総会 (昭45.ll)
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44) 寺松孝,大島駿作 :興味ある肺手術例 2例,第36回 日本結核病学会 第 6回胸部疾患学会合同関西地方会

(昭45.12)

45) 小林君美,加藤康夫,井上律子,松本守海他 1名 :縦隔奇形腫 (皮様嚢腫)の1例について,第59回岐阜

外科集談会 (昭45.12)

46) 船津武志,甲斐隆義,人見滋樹,池田貞雄 :胸部疾患診断法としての縦隔鏡検査,胸腔鏡検査並びに胸握

鏡下生検,京大胸部研学術講演会 (昭46.1)

47) 人見滋樹 :胸腔内造影法 (今日の話題 ｢肺疾患診断-のアプローチ｣)京大胸部研学術講演会 (昭46.1)

〔著 青〕

1) Nagaishi,C.,Nagasawa,N.,Yamashita,M.,Okada,Y.andInaba,N.:TheLung,With

SpecialReference toFineStructure,Ⅰgakushoin(昭46.近 く発行予定)

2) 長石忠三校閲,岡田慶夫著 :｢肺癌｣,医学書院 (昭46.近 く発行予定)

〔誌 上 発 表〕

1) Kitano,M.,Okada,Y.andNagaishi,C.:StudiesonTransplantationlmmunityofMethyl-

cholanthreneInducedTumorbyUseofTransplantationinLymphNodesandofDiffusion

Chamber,Exp.MedicineandSurgery(Brooklyn,New York)Vol.27,No.4,1969

2) 轟 文夫,佐藤新太郎,伊藤元彦,池田貞雄,岡田慶夫 :気管支内異物 (魚骨)の刺戟により発生 したと

思われる肺癌の1例,胸部外科,23巻,1号 (昭45.1)

3) 岡田慶夫,池田貞雄 :肺癌および肺組織に比較的特異的な2,3の抗原について,京大胸部研紀要,3巻,

2号 (昭45.3)

4) 岡田慶夫,池田貞雄,伊藤元彦,佐藤新太郎他 :小細胞型未分化癌に対する切除療法の治療成績,とくに

長期生存例について,肺癌,10巻, 1号 (昭45.3)

5) 寺松 孝,人見 滋樹,船津武志,呉海竜,井上 律子,矢崎 次郎 :外科的難治例における2,2/-(ethylen-

chimino)-di-1-butalの価値,結核,45巻,3号 (昭45.3)

6) 加藤康夫,清水慶彦,井上律子,松本守海 :DisposableVinylSheetOxygenatorによる体外循環の

経験,医療,24巻 (昭45.3)

7) 佐川弥之助 :肺胞の構造,呼吸と循環,18巻, 6号 (昭45.6)

8) 長石忠三 :肺胞孔と肺気腫⊂特集肺気腫〕呼吸と循環 (肺気腫研究会10周年記念号),18巻, 7号 (昭45.7)

9) 寺松 孝 :肺結核化学療法私見,臨床と研究,47巻,7号 (昭45.7)

10) 寺松 孝 :難治性肺結核一外科的療法の下の限界,胸部外科,23巻,9号 (昭45.9)

ll) T.Teramatsu:Autoimmunediseaseafterorgantransplantation,WorldWideMedicalNews

(昭45.9)

12) 長石忠三,池田貞雄 :BLM の肺癌に対する使用経験,ブレオマイシン研究会肺癌部会誌 2号 (昭45.10)

13) 人見滋樹 :交叉循環病の発来機序に関する実験的研究,移植,5巻, 1号 (昭45)

14) 加藤幹夫,久野健忘,大岡 剛,佐川弥之助 :開 胸 術 後 に お け る呼吸不全,診断と治療,58巻,12号

(昭45.12)

15) 甲斐隆義,大間 剛,佐川弥之助 :肺水腫の発来機転に関する実験的研究,臨床生理,1巻,1号(昭46.1)

16) 井上律子 :全身麻酔下アナフィラキシー ･ショックに関する実験的研究,京大胸部研紀要,4:77,(昭45)

17) Nagaishi,C.andOkada,Y.:ElectronMicroscopyoftheAlveolarRegion,"LaPrensaMedia

Argentina",Prof.Mazzei教授就任25周年記念号用要請論文,Argentina(昭46.3発行予定)

18) 岡田慶夫,池田貞雄 :肺結核と肺癌,臨床と研究 (昭45)

19) 岡田慶夫,池田貞雄,泉孝英,甲斐隆義他 :肺胞蛋白症の電子顕微鏡的観察,臨床電顕学会誌,3巻,1

号 (昭46近刊号)
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20) 岡田慶夫,東島 功 :特発性食道破裂の1治験例,京大胸部研紀要 (昭46近刊号)

21) 岡田慶夫他 :食通 ･胃接合部における后平 ･腺上皮移行の走査型ならびに透過型電子顕微鏡的観察,京大

胸部研紀要 (昭46近刊号)

22) 岡田慶夫 :組織塾別にみた肺癌の悪性度,1970年度日本合同癌会議シンポジウム記録 (昭46近刊号)

23) 岡田慶夫 :間質性肺炎の電顕像,とくに肺胞上皮細胞の変化について,日本病理学会誌,別冊,秋期総会

号,シンポジウム (昭46近刊号)

24) Okada,Y.:Electron MicroscopyofⅠnterstitialPneumonia,withSpecialReferenceto
AlveolarEpitIlelialCells,ActaPathologica丁ap.(昭46近刊号)

25) 人見滋樹,池田貞雄,船津武志,甲斐隆義 :胸握造影法の診断学的意義について,胸部外科(昭46近刊号)

26) 張 炎森 :交換輸血の免疫学的意義について 〔第 1報〕輸血用血液中の リンパ球系細胞の蕉存期間,日本

輸血学会誌 (昭46近刊号)

病 理 学 部 (主任 教授 安 平 公 夫)

〔学 会 発 表〕

1) 安平公夫 :Adjuvantの歴史と今Elの話題,第43回 E]本細菌学会総会シンポジアム "adjuvant活性"

(1970.4.3),日本細菌学雑誌 25:423-4(1970)

2) 安平公夫 :methycholanthrene-adjuvant肺注入による形質的細胞の増殖,第43回日本細菌学会総会シ
ンポジアム "adjuvant活性"付議 (1970.4.3)

3) 安平公夫 :結核菌噛Dsubfractionの生物活性について,第59回r]本病理学会総会 (1970.4.9),日本病

理学会誌 59:80(1970)

4) 安平公夫 :FreundAdjuvantのによる形質細胞の増殖,第45回日本結核病学会,誌上発表(1970.7.ll)

5) 安平公夫,竹田俊男,木村邦子 :類上皮細胞形成能に及ぼす免疫抑制剤,抗 リンパ血清の効果,第23回実

験結核研究会 (1970.7.10)(敏活紙上参加).結核 45:31及 45:407(1970)

6) 安平公夫,浜本康平 :AD-subfractionの生物活性 (2)類上皮細胞形成能, 第23回 実験結核研究会,誌

上発表 (1970.7.10)

7) 安平公夫 :サルコイ ド病変の実験発生 (1)結核菌体 リビッド及びその作用条件,第10回日本胸部疾患学会,

(1970.7.13)(鉄演,誌上発表),第10回日本胸部疾患学会講演抄録 41貢 (1970)
8) 安平公夫 :感染アレルギーの組織表現 "肉芽形成を中心に",第20回 日本アレルギー学会ラウンドテーブ

ル "感染アレルギーノ'(1970.ll.5),アレルギー19(増)126(1970)

9) 安平公夫,浜本康平 :結核と免疫耐性 (2)兎での実験,第25回実験結核研究会総会 (1970.ll.27)

10) 安平公夫 :サルコイ ドの実験発生,その 発生条件について,基礎研究の立場から,第36回 日本結核病学

会,第6回日本胸部疾患学会合同近畿地方会シンポジアム "サルコイ ドーシスの病因をめぐっで'(1970.

12.5)

ll) 森川 茂 :初期 1次反応および2次反応における赤牌髄および自牌髄の抗体産生細胞の動態,第20回!｣本

アレルギー学会総会 (1970.ll)

12) 原田孝之,森川茂 :γ-グロブリン分画にみられる牌ランゲル- ンス氏島 α細胞胞体との特異的な親和性に

ついて,第11回日本組織細胞化学会 (1970.ll)

13) 森川 茂 :抗 リンパ球抗体の特異性とリンパ球の抗原性について,京大胸部研講演会 (1971.1.30)

14) 高橋権也,安平公夫 :マウスに静脈注射された methylcholanthreneの臓器内分布及び排滑(3)胆汁及

び糞便中に現われる 3-MC代謝物質,第29回日本癌学会総会 (1970.10)

15) 竹田俊男,鈴木康弘 :顎下腺刻出マウスにおける二,三の知見について,第15回日本唾液腺シンポジウム

(1970.12)

16) 竹田俊男 :マウス顎下腺に含まれる胸腺 ･リンパ 組織抑圧因子に関す る実験的研究,京大胸部研講演会

(1970.1.24)
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〔誌 上 発 表〕

1) 安平公夫 :Nocardiaの病原性 (1),責南誌,10(4):3-9(1969)

2) 安平公夫 :結核菌体成分による組織反応,長石忠三 他編 図説胸部疾患診療,研究最近の動向,74-77,ア

カデミーサービス社 (1970.6.30)

3) 安平公夫,小原幸信 :肺の后平上皮癌の実験的発生,同上 148-151(1970.6.30)

4) 小林 博 :マウスの Cryptococcusneoformans感 染 に及 ぼす大腸菌 またはその内毒素の影響 1.

Cryptococcusneoformans単独接種マウスの感染経過,真菌と貢菌症,10:298-304,1969

5) 小林博 :同上(2)Cryptococcusneoformans大量静脈内感染の際の大腸菌またはその内毒素の影響,真

菌と貢菌症 11:15ト158(1970)

6) Kobayashi,H:EffectofEscherichiacoltanditsendotoxinontheintravenousinfectionof

nicewithNocardiaasteroides,Jap.J.Microbio1.,14:479-486(1970)

7) Modabber,Fり Morikawa,S.andCoons,A.H.:Detectionofantigenbindingcellsinthe

thymusofnormalmice,Science,170:1102-1104(1970)

8) Takeda,T.andGrollman,A.:Spontaneouslyoccurringrenaldiseaseintheguine･apig,Am.

J,Path.,60(1):103-117(1970)

細 胞 化 学 部 (主任 .教授 高 松 英 雄)

〔学 会 発 表〕

1) 平井圭一 :アミノビフェニル類の ミトコンドリアによる酸化及び細胞内成分との相互作用,第29回日本癌

学会総会 (大阪)昭和45年10月

2) 金村秦輔 :肝 glucose-6-phosphatase活性に対する formaldehyde及び glutaraldehyde 固定の影

響,第11回日本組織細胞化学会総会昭和45年11月 (東京)

3) 金村秦輔 :肝クリオスタット切片の短時間 ghutaraldehyde固定による glucose･6-phosphataseの電

子顕微鏡的検出,第11回日本組織細胞化学会総会昭和45年11月 (東京)

4) 金村秦輔 :Aldehydesensitiveenzymesの電顕的組織化学,昭和45年度胸部研学術講演会 (昭和46年

1月30日)

5) 大川欣- :分離肝細胞膜の組織化学的研究第2報,ATPase並びに AMPase活性に対するアセ トンの

影響について,第11回日本組織細胞化学会総会昭和45年11月 (東京)

〔誌 上 発 表〕

1) Shinsuke,Kanamura:Differenceinresistancetoglutaraldehydeorformaldehyde負Ⅹation

betweenmouseandrathepaticglucose-6-phosphatase,ActaHistochem.Cytochem.3:160

(1970)

2) Kei-ichiHirai:Visualizationofhemeenzymesbytheinteractionwith photooxidized 3,3′-

diaminobenzidine,∫.Histochem.Cytochem.Vol.19(inpress)

3) 高松英雄,鈴木 裕 :組織化学-の理解,臨床検査14:974(1970)

細 菌 血 清 学 部 (主任 教授 上 坂 一 郎)

〔学 会 報 告〕

1) 桂 義元,上坂一郎 :血清抗体による内臓 Candida症診断の一方法について,日本細菌学会第43回総会

(昭和45年4月3日)於京都
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2) 桂 義)亡,上坂一郎 :マウス実験 Candida 猛における血清の Germ tubeclumping inhibition

(C.Ⅰ.)について,第14回日本医真菌学会総会 (昭和45年10月7日)於 大阪

3) 大岩弘治 :無細胞培養液による鼠ライ菌の培養 :菌数増加の定量的解析並びに動物還元接種について,

第18回円本療学会西都地方会 (昭和45年10月21日)於 岡山

4) K.OIWA:CultivationofM.lepraemurium in ametal⊃olically activecelトfreemedium.

Quantitativeanalysisofthegrowthoftheorganism anditsre･inoculation intomice.

U.S.JapanLeprosyPanelConference.Nov.10-12.1970.Tokyo.

5) 竹尾漢治 Cryptococcusneoformans の新しい同定法について, 昭和45年度胸部研学術講演会 (昭和

46年 1月30口)

6) 尾里啓子 :培養 マクロファージの鼠療菌感染による H3-uridineの取込み阻害について,昭和45年度胸

部研学術講演会 (昭和46年1月30日)

7) 桂 義元 :Candida症の診断,昭和45年度胸部研学術講演会,今日の話題 ｢肺疾患診断へのアフローチ｣

(昭和46年 1月30日)

8) 上坂一一郎 :サルコイ ドーシスの病因をめぐって,2.基礎研究の立場から,第36回日本結核病学会,第 6

回日本胸部疾患学会近畿地方会,シンポジアム,1. 於 京都 (昭和45年12月5日)

〔二誌 上 発 表〕

1) 上坂一郎 :Nocardiaの病原性 (2),三食菌とj;LiI菌症 10巻 4号254貢 (昭和44年12月)

2) 小林 博 :マウスの Cryptococcusneoformans感染に及ぼす大腸菌またはその内毒素の影響,

(1)Cryptococcusneoformans単独接種マウスの感染経過,真菌と頁菌症 10巻 4号298貢 (昭和44年

12月)

3) 小林 博 :同上,(2)Cryptococcusneoformans大量静脈内感染の際の大腸菌またはその内毒素の影

響,真菌と真菌症11巻 3号15ト158頁 (昭和45年 9月)

4) Kobayashi,H.:EffectofEscherichiacoltanditsendotoxin on theintravenousinfection

ofmicewithNocardiaasteroides,Japan.J.Microbio1.,14(6):479-486,(1970)

5) 上坂 一郎 :Nocardiaの形態,図説胸部疾患診療 ･研究,最近の動El,J(長石忠三他編集)アカデ ミーサー

ビス (昭和45年6月)

特 別 ゼ ミ ナ ー ル

第5回 ｢Invitroの発癌 :化学発癌剤を中心として｣

講師 大阪大学微生物病研究所 角永 武夫

第6回 .r~酵素抗体法による細胞内抗原の電顕的検索｣

講師 愛知ガンセンター研究所 星野 宗光

第7回 ｢異常細胞の増殖｣ 講師 京都府立医科大学教授 藤Hj 哲也

第8回 ｢細胞分裂とゴルヂ装置｣ 講師 関西医科大学助教授 斉藤多久馬

第9回 ｢胸腺と生殖機能 :特に胸腺易リ出後の卵巣発育障碍について｣

講師 愛知ガンセンター研究所部長 西塚 泰章

第10回 ｢複合脂質の微量定量法とその臨床的応用｣

講師 大阪大学医学部 山本 章

第11回 ｢動物細胞 リボゾームの構造｣ 講師 関西医科大学教授 旧代 裕

第12回 ｢膜の興奮現象｣ 講師 大阪大学基礎工学部助教授 葛西 遺生

第13回 ｢尿路系腫痔の実験的研究｣ 講師 奈良医科大学助教授 伊東 信行

昭和45年4月25日

昭和45年5月16日

昭和45年6月27日

昭和45年7月2511

昭和43年9月19日

昭和45年10月24日

昭和45年12月12日

昭和46年2月6日

昭和46年 3月27｢1
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Bull.ChestDi島.hst.,KyotoUniv.の投稿規定

1) 原稿は概ね投稿順に掲載する｡

2) 原稿は本文,写真,図,表を含めて刷上り

英文の場合は12貢以内,和文の場合は8頁以

内とする｡同一主題の論文の同時掲載は3篤

を限度とする｡以上を超過 した場合は編集委

員会において協議の上決定する｡但 し,この

場合は超過料を徴収する｡

参考 :英文の場合A4版ダブルスペース,タ

イプ印刷 3枚で刷上り約 2頁,和文の場

合は1,600字で刷上り約 1貢

3) 英文は,ダブルスペース,タイプ印刷,初

文はひらがな交り,横書きとし,字画及び句

読点を明瞭に記すこと｡

4) 外国人名は外国綴のままとし,頭文字は大

文字で,その他は小文字でタイプ又は印刷体

で書 くこと｡

5) 度量衡の書き方は,m,cm,1,m1,g,mg

等の記号を用い,記号の後に省略符号 ･を附

さないこと｡

6) 本文原稿に写真,図,表等の挿入場所を明

示のこと｡

7) 綜説及び原著に引用された文献は,引用さ

れた順番に番号を附して末尾に一括 して記載

すること｡尚,雑誌の場合は著者名,標題,

誌名 (一般に通用する略名でよい),巻,頁,

年 (西暦)の順に,著書の場合は著者名,書

名,発行所,発行年 (西暦)頁の順に記載の

こと｡

参考例 :

1)Root,R.K.andWol斤,S.M.,Pathogenic

mechanism in experimentalimmune

fever,∫.Exp.Medリ 128:309-323,

1968.

2)渡辺喜久雄 : クリオグロブリンの免疫学

的研究,アレルギー,ll:18-40,1962.

3)Schwartz,良.S.:Immunosuppressive

therapy.Inlmmunopathology,Ed.by

Miescher,P.A.andGrabar,PりSchwabe

andCoリBasel,1967,pp.360.

4)佐竹一夫 : クロマ トグラフィ,赤堀四郎

篇酵素研究法 1,朝倉書店,東京,1957

pp.365

尚連名の場合は2名迄は参考例 1)に従うが,

3名以上の場合は最初の著者名のみを記 し,

その他は英文の場合は"etal"(イタリック),

和文の場合は"他"を用いること｡

8) 写真,図,蓑は英文の場合は,写真及び図

は凡て Figureを用い, 表は Tableを用い

る｡和文の場合は,写真(又は図),図,表と

する｡

参考例 :Figure3orFig.3

写真 3(又は図 3),表 5

9) 和文原稿の場合は英文抄録 (A4版ダブル

スペース,タイプ印刷 1貢程度)を添付のこ

と｡

10) ランニング- ッド (英文の場合50レタース

以内,和文の場合30字以内)を附すること｡

ll) 別刷に要する費用は凡て個人負担とする(


